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２
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　
頴
娃
地
域

故
　
人

年
齢

自
治
会

山
下　

清
治

82

鬼
口

吉
元　

秀
光

88

下
大
久
保

下
野　

ミ
ス

96

三
俣

宮
𦚰　

ツ
タ
子

78

春
向

祝
迫　

ト
ミ
ヱ

97

下
薗

永
谷　

孝
雄

66

永
谷

下
窪　

光
雄

88

谷
場

冨
松　

ヒ
ノ

84

木
之
元

鶴
田　

ツ
ヤ
子

84

鶴
田

川
上　

昌
幸

66

鶴
成

岡
村　

政
秀

74

岡
村

田
中　

ツ
ナ

91

南
大
川

上
村　

勝
伊

83

西
大
川

小
原　

義
文

78

小
原

小
原　

ヒ
デ

88

小
原

加
治
佐　

シ
ヅ

91

ビ
ハ
ー
ラ

折
尾　

ア
サ
エ

99

折
尾

折
尾　

盛
信

78

折
尾

加
治
佐　

ミ
ハ

82

加
治
佐

尾
曲　

正
利

84

尾
曲

　
知
覧
地
域

故
　
人

年
齢

自
治
会

福
永　

政
哉

78

厚
地

小
宮　

久
美
子

73

高
星

中

野　

守

85

瀬
世
向

永　

千
香
子

71

菊
永

中
渡
瀬　

健
一

72

中
渡
瀬

川
口　

辰
義

91

松
ケ
浦

　
川
辺
地
域

故
　
人

年
齢

自
治
会

内
原　

三
郎

95

諏
訪
下

薗
田　

妙
子

89

平
山
中

神
薗　

健
二

68

新
町

田
中　

有
里
子

78

佐
々
良
上

平　

マ
キ

104

塩
入

平
峯　

チ
エ

96

牧
之
田

市
之
瀬　

利
子

91

上
山
田
中
福
良

桐
木
平
ハ
ナ
エ

96

桐
木
平

内
匠　

直
二

89

高
田
下

薗
田　

ノ
リ
子

89

島
内

小
松
尾
ヱ
ミ
子

85

楠
原

下
田
代　

昇

91

田
代

前
野　

敬
一

68

清
水

園
田　

郁
子

98

下
里

　
管
　
外故

　
人

年
齢

自
治
会

中
村　

宗
昭

63

日
置
市

西
町　

昭
夫

68

宮
崎
県
北
諸
県
郡

男女 総人口
34,703人
（前月比：－34）

人口と世帯数
（ 住 民 基 本 台 帳 ）
令和２年２月 29 日現在

18,497 人
（前月比：－23）

16,206 人
（前月比：－11）

世帯数：16,677戸（前月比：0）

短
　
歌

【
頴
娃
歌
会
】

蕗
の
た
う
ま
だ
よ
ま
だ
だ
よ
と
か
く
れ
ん
ぼ

　
　
　
世
の
ウ
ィ
ル
ス
に
そ
の
気
失
せ
し
か

�

飯
山
　
美
紀
子

は
ら
は
ら
と
落
葉
散
る
な
り
碑
を
か
す
め

　
　
　
心
安
ら
ぐ
小
春
日
の
中

�

郡
山
　
セ
ツ
子

【
知
覧
短
歌
会
】

鉢
植
ゑ
の
し
だ
れ
の
梅
は
八
重
に
咲
き
白
き
香
こ
ぼ
し

　
　
　
亡つ

夫ま

の
顕
ち
く
る

�

横
峯
　
ヨ
キ

寒
桜
は
目
白
遊
ば
せ
春
を
告
げ

　
　
　
哀
色
溶
か
す
陽
天
ま
ぶ
し

�

早
川
　
ヨ
リ
子

俳
　
句

【
広
瀬
川
句
会
】

年
輪
に
任
す
余
生
や
冬
の
空

�

三
宅
　
よ
つ
子

仰
山
の
児
等
の
布
団
を
干
す
日
和

�

長
井
　
長
子

編
集
後
記

２
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　
頴
娃
地
域

出
生
児

保
護
者

自
治
会

大
坪　

白し
い

來な

翔
馬

下
門

末
吉　

真ま

絆な
と

真
吾

下
薗

髙
田　

陽ひ

優ゆ

里り

浩
介

耳
原
上

　
知
覧
地
域

出
生
児

保
護
者

自
治
会

和
田　

ゆ
ず

徹
真

瀬
世
中

古
波
蔵　

円つ
ぶ

来ら

竜
志

瀬
世
中

白
澤　

怜れ
い

佳か

伸

平
久
保

菊
永　

彩あ

乎こ

一
公

平
久
保

作
下　

桃も
も

菜な

竜
介

新
町

　
川
辺
地
域

出
生
児

保
護
者

自
治
会

東　

優ゆ

衣い

宏
太

平
山
六
丁

祝
迫　

蒼あ
お

乃の

一
磨

中
通

中

尾　

漣れ
ん

祐
介

高
田
下

　

庭
先
で
早
春
を
感
じ

さ
せ
る
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

が
色
鮮
や
か
に
咲
き
始

め
ま
し
た
。
風
が
少
し

冷
た
く
感
じ
ら
れ
ま
す

が
、
人
混
み
を
避
け
、

静
か
に
春
を
満
喫
し
て

い
ま
す
。�

（
浩
）


